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皆さまにはいつも『みたけさん』をご覧いただき有難うございます。本誌は三嶽神社の
活動を中心に、神社や神道の情報を掲載し、氏神さまを少しでも身近に感じていただける
よう、氏子の方々や地元企業・団体の皆さまにご覧いただいています。

また、氏子地域以外の方々への情報発信ツールとしては、昨年９月にホームページを開
設していますが、御朱印拝受のために「県外からホームページを見て来ました」とおっ
しゃられる方もおり、インターネット活用の重要性を感じています。
（https://mitakejinja.com/index.html）

更に、このたびフェイスブックに三嶽神社のページを開設して、より多くの方々に三嶽

５月から神
職が常駐し
ています。

三嶽神社を多くの方に知っていただくために
三嶽神社宮司 新 山 敏 春

神社を知っていただき、親しみをもっていただくよう、日常の境内の様子などを掲載して
います。（https://www.facebook.com/profile.php?id=61556208879815）

しかし最も大事な情報発信ツールは、この『みたけさん』をご覧いただいている方々、
実際に境内に足を運んだことがある皆さまからの口伝えであることは申すまでもありませ
ん。三嶽神社が皆さまとって誇れる神社、自慢したくなる神社となるよう一層つとめて参
りますので、皆さまからも多くの方々にご鳳声賜りますようご協力をお願い致します。

『みたけさん』とフェイスブックの三嶽神社ページは、ホームページから
ご覧いただけるようになりました。

https://mitakejinja.com/index.html
https://www.facebook.com/profile.php?id=61556208879815


４月１４日（日）午前１０時から、令和６年
度の祈年祭並びに火防祭が執り行われ、農作
物の豊作と火防が祈願されます。祭儀ののち
は、遊子神楽による権現舞が奉納されますの
で、是非境内に足をお運びください。

令和６年どんと祭実施

元日に発生した能登半島地震では、石川県志賀町で震度
７を記録するとともに、津波も発生致し、怪我人や大切な
人命が失われたことは痛惜の念に堪えません。

この災害により、神社においても社殿を始め境内施設が
倒壊するなど、甚大な被害が生じました。当該神社の神職
や総代、氏子・崇敬者には神社の復旧はもとより、祭りを
滞りなく行うことができるのか不安なことと存じ、心より
お見舞いを申し上げる次第です。

神社本庁では震災後直ちに災害対策本部が設置され、地
元神社庁と連携して被災神社の状況調査が進められていま
すが、被害の甚大さに鑑み、１月１１日附を以て、被災神
社の速やかなる災害復旧に対応できるよう、神社復興募金
募集の依頼がなされました。

つきましては、３月17日（日）を期限として、社務所前
に募金箱を設置しますので、被災神社の復興に格別のご協
力（募金はおいくらでもかまいません）を賜りますよう、
お願い致します。

尚、この募金は岩手県神社庁及び神社本庁を通じて被災
地神社庁へ贈られます。

厄年の方、

厄 除 祈 願
はお済みですか？

去る１月１５日に、旧年中にご加護いた
だいたお札やお守りをお祓いの上お焚き上
げ申し上げるどんと祭を行いました。

今年は例年以上に多くのお札やお守りが
納められましたが、強風の影響もあり、総
代の手によって数日をかけて丁寧にお焚き
上げされました。

お誕生日記念の御朱印頒布します！

三嶽神社では、皆さまの誕生日をお祝いする記念御
朱印を頒布しています。ご自身の誕生日はもちろん、
ご家族やお仲間の誕生日に記念御朱印を贈ってみま
せんか。

誕生日当日でなくとも、お気軽にお申し出下さい。

（日付は誕生日を記載いたします）

令和６年能登半島地震に伴う神社復興募金のお願い

「今年は厄年だけど、まだ
お祓いを受けていない」と
いう方や「厄祓いしていな
いので不安…」という方、
ご神前にて玉ぐしをお供え
し、三嶽の大神さまのご加
護のもと、災いなく幸多き
年となるようお祈りしてみ
ませんか？

祈祷申込み、お問い合わせ
は、社務所または
090‐8788‐5530までご連
絡下さい。

祈年祭並びに火防祭
本格的な冬を感じることがないまま
季節は春を迎えたようです。三嶽神
社の境内も２月の中旬からふきのと
うが顔をのぞかせました。このまま
暖かさが続けば、境内の桜の開花も
早まりそうですね。

境内にも春の足音
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